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矢澤圭介先生略年譜・主要記録
【略　　歴】
　昭和46年3月
昭和48年3月
昭和51年3月
昭和51年4月
昭和52年4月
昭和55年4月
昭和56年4月
昭和58年4月
昭和59年4月
昭和62年4月
平成元年4月
平成3年4月
平成5年4月
平成6年4月
平成8年4月
平成12年4月
平成17年4月
平成20年4月
平成22年4月
早稲田大学第一法学部卒業
早稲田大学教育学部教育学科教育心理学専修
卒業
早稲田大学大学院文学研究科心理学専攻修士
課程修了（文学修士）
立正大学保育専門学校非常勤講師
立正大学保育専門学校講師
立正大学教養部非常勤講師（昭和60年3月まで）
立正大学保育専門学校助教授
立正大学短期大学部助教授
立正大学文学部非常勤講師（昭和60年3月まで）
立正大学短期大学部教授
東洋大学文学部非常勤講師（平成2年3月まで）
立正大学文学部非常勤講師（平成8年3月まで）
立正大学教養部非常勤講i師（平成7年3月まで）
早稲田大学教育学部非常勤講獅（平成9年3月まで）
立正大学社会福祉学部教授（現在に至る）
立正大学大学院社会福祉学研究科教授（現在に至る）
立正大学社会福祉学部長（平成20年3月目で）
早稲田大学人間科学部非常勤講師（平成25年3月まで）
白百合女子大学児童文化学科非常勤講師（平成23年3月まで）
【所属学会】
　日本心理学会
　日本応用心理学会
　日本教育心理学会
　日本保育学会
　日本発達心理学会
　日本感情心理学会
　日本性格心理学会
昭和50年～現在に至る
昭和51年目61年
昭和53年～現在に至る
昭和55年～61年
平成元年～現在に至る
平成4年～15年
平成8年～25年
（平成8年～10年　理事）
（日本パーソナリティ心理学会）
日本臨床心理士会　　　　平成15年～現在に至る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　19　一
日本子育て学会 平成21年～現在に至る（平成21年～現在に至る　常任理事）
【社会における活動】
　国立国府台病院第二精神科技術研修生として臨床に従事
　浦和（さいたま）家庭裁判所熊谷支部家事調停委員
埼玉県大里広域市町村圏組合介護認定審査会委員
社会福祉法人立正橘福祉会理事・評議委員
熊谷市市民活動センター運営協議会会長
特定非営利法人親子でつくる子育ての会わらしべの里理事
社会福祉法人わらしべ会理事・評議委員
昭和56～57年
平成13～17年
平成17～20年
平成17～20年
平成21～22年
平成23～27年
平成27年～現在に至る
【著　　書】
保育心理学一保育実践の基礎一（共編著）　前野書店　昭和57年
現代心理学の探求（共著）福村出版　昭和58年
環境と行動一人間行動の心理学一（共著）　前野書店　昭和58年
現代青年の心理と行動（共著）福村出版　昭和59年
教師のための教育心理学（共編著）福村出版　昭和60年
子どもの発達心理学（共編著）福村出版　昭和60年
　ちょっと気になる子どもたち一保育・教育現場の臨床心理一（共著）福村出版　昭和61年
　こころのサイエンス（共編著）福村出版　平成元年
　トピックス　こころのサイエンス（共編著）福村出版平成元年
発達心理学ハンドブック（共著）福村出版　平成4年
性格心理学ハンドブック（共著）福村出版　平成10年
発達研究の技法（共著）福村出版　平成12年
認知発達とその支援（共著）　ミネルヴァ書房　平成14年
福祉文化の創造一福祉学の思想と現代的課題一（共著）　ミネルヴァ書房　平成17年
【論　　文】
創造性の評価i基準についてK）riginality反応評価の試み一（共著）　昭和51年　早稲田心理
　　学年報第8巻
　フラストレーション効果の前提の吟味一二重走路事態における報酬量の効果一（単著）昭
　　和54年　立正大学保育専門学校紀要第6号
　自由遊びの行動観察と幼児理解一PFスタディによる検討一（共i著）　昭和55年　立正大学保
　　育専門学校紀要第7号
PFTへの反応における幼稚園児と保育園児の比較一対両親・対仲間場面別の分析の試み一（単
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　20　一
　　著）　昭和56年　立正大学保育専門学校紀要第8号
イメージの変容を通してみた保育者養成校における教育効果一高1報　保育学生と非保育学
　　生との比較一（共著）　昭和57年　立正大学保育専門学校紀要第9号
〈症例研究〉心因性絨黙児に対する行動療法一現実的脱感作法と象徴的モデリングの併用一
　　（共著）　昭和57年　行動療法研究Vol．8No．1（行動療法学会）
幼児の対人関係能力の発達一二1報・Peer　Interactionにおける対人関係技能（a）一（単著）
　　昭和58年　立正大学短期大学部紀要第13号
中間管理職は自己の職務をどのように認識しているか一くその1＞職務内容と重視項目に
　　ついて，〈その2＞資質・能力と重視項目について，＜その3＞職務と資質・能力との
　　関連性について，＜その4＞職務と資質・能力との関連性について一（共著）昭和59
　　年　産業訓練Vol．30．　No．2，　No．4，　No．6，　No．8（日本産業訓練協会）
幼児の対人関係能力の発達一二2報・Peer・lnteractionにおける対人関係技能（b）とその発
　　達傾向の理論化一（単著）　昭和58年立正大学短期大学部紀要第15号
新入園児の適応プロセスと父母性意識（共著）　昭和60年　母子研究No．6（真生会社会福祉
　　研究所）
幼児の対人関係能力の発達一第3報・Parent－infant　lnteractionにおける対人関係技能一（単
　　著）　昭和60年立正大学短期大学部紀要第17号
道具的条件づけ実行への強化プライミングの効果（単著）昭和61年　立正大学短期大学部
　　紀要第19号
乳幼児の情緒の広がり（単三）　平成元年　小児看護第12巻4号（ヘルス出版）
共感性の形成要因について（1）一母親の子どもとの関わり方・子どものクラス集団での：地
　　位と，子どもの共感性・愛他意識・愛他行動との関係一（共著）平成元年　立正大学
　　短期大学部紀要第25号
共感性の発達に関する研究一シチュエーション・テストによる共感性の質的変容過程の検討
　　一（共著）　平成2年　東洋大学紀要教養課程篇　第29号
幼児の共感三等の情緒発達に関する要因の分析（第1報）（共著）平成3年　東洋大学紀要
　　教養課程篇　第30号
幼児の共感三等の情緒発達に関する要因の分析（第2報）（共著）　平成4年　東洋大学紀要
　　教養課程篇　第31号
共感性の形成要因について（2）一二二二伝染の発達的変化一（晶晶）　立正大学短期大学部
　　紀要第30号
幼児の共感三等の情緒発達に関する要因の分析（第3報終了）（共著）　平成5年　東洋大
　　学紀要教養課程篇　第32号
保育におけるベテランと非ベテランの比較一一斉保育での事例的比較一（単二）平成5年
　　立正大学短期大学部紀要第32号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　21　一
保育者のキャリアに伴う保育者観の変化（単著）　平成5年　立正大学短期大学部紀要第33
　　号
社会福祉学部学生の人間観に関する調査一日本的自己とのかかわりから一（共著）　平成9
　　年　人間の福祉（立正大学社会福祉学部紀要）創刊号
青年の自己意識の構造と適応感（共著）、平成9年　立正大学短期大学部紀要第39号
青年女子の人間観と適応感一日本的自己とのかかわりから一（共著）　平成10年　人問の福
　　祉（立正大学社会福祉学部紀要）第4号
1・2歳児のいざこざに保育者はいかにかかわるか一その1：問題とその検討の枠組一（単
　　著）　平成10年　人間の福祉（立正大学社会福祉学部紀要）第4号
子どもの気質評価の親一保育者問での「ずれ」について一その1：保育者の子ども理解への
　　応用一（共著）　平成11年　立正大学社会福祉研究所年報　創刊号
1・2歳児のいざこざに保育者はいかにかかわるか一その2：いざこざの生まれる仕組みと，
　　その発達的変化をどう捉えるか一（単著）　平成11年　人間の福祉（立正大学社会福祉
　　学部紀要）第6号
福祉心理学の方法的態度（甲州）　平成12年　人間の福祉（立正大学社会福祉学部紀要）第
　　8号
人間の理解と援助の心理学（単三）　平成13年　立正大学社会福祉研究所年報第3号
福祉教育としての第4回全国障碍者スポーツ大会ボランティアー学生の「まこころパート
　　ナー体験の追跡調査から一（旧著）　平成17年　立正大学社会福祉研究所年報第7号
子どもの学習と保育者一子どもインタラクション（単著）　平成20年　人間の福祉（立正大
　　学社会福祉学部紀要）第22号
伝統的学習観と年齢別教育・保育との関係一3歳児の「ランチルームでの食事」の学習過程
　　の分析から一（単著）平成23年　立正大学社会福祉研究所年報第13号
幼児期における母親の子どもとの一体感とは何か？一子どもイメージ・発達期待・しつけ方
　　針との関係の分析一（単著）平成26年　立正社会福祉研究第15巻2号
【シンポジウム等】
子どもの学習と大人一回目も問相互交渉一学習を社会的出来事として捉え直す一　平成22年
　　　日本発達心理学会第21回大会
東アジア圏の子育て事情　平成23年　日本子育て学会第3回大会
子育て支援は何を行うのか？一支援センターの実践から考える一　平成23年　日本子育て学
　　会第3回大会
思春期・青年期の子育てを実践的課題として考える一中学生および中学生保護者への意識調
　　査の結果に基づき検討する一　平成23年　日本子育て学会第3回大会
子どものためにできること一所沢地域分科会の保育者調査から考える一　平成25年　日本子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　22　一
　　育て学会第5回大会
摂食障害当事者の話を聴く，その経験が子育てにどう生かせるか一プロジェクト研究③思春
　　期・青年期の子育て　臨床課題へのアプロー・一チから一　平成26年　日本子育て学会第6
　　回大会
子育て支援学に期待する　平成27年　日本子育て学会第7回大会
一　23　一
